












§ 2 交通問題K関連する調査研究 2 
〔I〕 自動車運転者の行動 3 
(H) 歩行者の行動 5 
「交通信号K対する反応Jの問題Kついて 7 
「右側左側通行」の問題Kついて 8 
「黄色い旗の利用Jの問題Kついて 1 0 
§ 3 都市社会to.~ける対人関係 1 2 
青年t(:j:;oける対人関係のイメージ調査
手続 1 2 
結果及び考察 1 5 
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Kわたって、主として、大学生、男女（約50 0名、東京・近郊在住者） t'C 
対して、数回実施されたまた、と＜vc「黄色い旗の利用」の問題Kついて
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Y亡 1J 念ら !I tc レ、
1 6. 感情的 理性的
1 z 自立的 依存的
1 8. 陽気左 陰気,z
1 9. 深い 浅い
2 a. 奉仕的 打算的
2 1. 信頼の辛子ける 油断でき左い
2 2. 全体的 部分的
2 3. 積極的 消極的
2 4. 協同的 競争的
2 5. 繊細な 粗野念
2 6. 多言的 沈黙的
2 7. 国苦しい うちとけた
2 8. 気軽な 格式ばった
2玖誇らしい 恥しい
3 0. 威圧的 やさしい
被験者
A大学，心理学受講生 1 4 4名
男子 地方出身者 4 7名
都市出身者 3 8名
女子 地方出身者 2 2名
都市出身者 3 7名
調査日















































































② C onmuni ty psychology, @ enviromiental psychology 
が開拓され、多〈の著書・論文が発表されている。①は、日常生活が営まれる
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場の非心理学的条件との関連l'L！.~いて、あるがままの人聞の行動を記述しよう
とするもの、＠は、精神障害の治療と予防、さらVては精神的健康の増進を、個
人のレベルを超えてコミ晶品ティのレベルl'Lj;~いて考えていとうとするもの、
＠は、自然、的ならびK人工的な物自端境条件と人聞の行動との関係を解明しよ
うとするもので、いずれも psychologyといいながら、隣接諸科学との
interdisciplinary~研究領域であるととが強調されている。
われわれが取bあげた交通問題や地方から上京した青少年の問題は、いずれ
も直接・間接Kζれらの心理学の目指す方向K関係するが、われわれの研究は，
環境的条件との関連の分析が十分とはいえなν、また、隣接諸分野の研究知見
と関係づけて考察を深めるKは至ら念かった。将来の研究l'L！.－いては、 ζれら
の諸点を考慮κいれて計画を立てる必要が痛感される。
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